
ふるさとを愛し、自分を大切に！ ひとを大切に!!
今から２８年前の1995年1月17日に阪神・淡路大震災が発

生しました。戦後初の大都市直下型地震は、関連死を含め6,43
4人の尊い命を奪い、住まいや仕事など暮らしの土台を崩壊さ
せました。
午前５時４６分、まだ夜明け前でほとんどの人が眠っている

時間でした。この地震を経験した人は、発生時何が起こってい
るのかわからなかったそうです。ただ身の危険を感じて、ふと
んをかぶりながら、地震がおさまるのを待つしかなかったので
す。随分長い時間揺れていたようでしたが、実際にはたった１
５秒ほどだったそうです。しかし、高速道路や多くの建物が倒
壊しました。まもなく、いたるところで火災が発生しました。
でも、水が出なくて消せない状態が続きました。
当時、『関西には大きな地震が来ない』と誰もが思い込んでいました。地震を想定し

て、きちんと備えができていたら、被害はもっと少なくて済んだのかもしれません。災
害について知ること、備えについて知ることは、減災の第一歩です。私たちの手で大切
なものをしっかり守らなければなりません。人は経験したことがないものについて、対
策をするのは苦手なものですが、繰り返し訓練を行いながら、「災害に対応する力」を
高めておく必要があります。

合い言葉 「落ちてこない・倒れてこない・移動しない』
本校では、１月１７日に南山城村に震度５強の地震が発生したという想定で避難訓練

を実施しました。今回は授業中ではなく、休み時間中に地震が発生したという設定でし
た。授業中に地震や火災が発生した場合には、担任の先生がどうすればよいかをすぐに
指示することができます。しかし、地震は天災です。いつどこで発生するかわかりませ
ん。いつも周りに助けてくれる大人がいるとは限りません。そのため、児童一人一人が
安全に自分自身を守る判断力と実践力を身につける必要があります。そして、地震が発
生した場合は、『物が落ちてこない・倒れてこない・移動しない』場所にすば
やく身を寄せることが大切です。
今回の避難訓練では、教室にいた児童は机の下に潜り、グラウンドにいた児童は中央

にあつまり、しゃ
がみ込んで地震が
収まるのを待ちま
した。
訓練の最後の講

話では、阪神・淡
路大震災のことを
伝え、避難方法に
ついて再度確認を
しました。
このような機会を通して、まずは児童自身で自分のことを守れるように取り組んでい

きます。
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日 曜 行事計画等

1 水 全校朝礼

2 木 入学説明会・体験入学

3 金 クラブ

6 月 ６年和楽器体験　児童集会

7 火 ２年３小合同学習　SC

8 水 ぐりぐらさん朝のお話会（低）

9 木 ５･６年いのちの授業

14 火
６年３小合同学習
相楽地方教育美術展巡回展

15 水 相楽地方教育美術展巡回展　安全点検

17 金
4年３小合同学習
クラブ（３年クラブ見学）

21 火 SC

25 土
土曜教育「６年生を送る会」
短縮４校時

27 月 振替休業日

28 火 ３年３小合同学習

２月の行事予定

日時

１月1１日に書き初め大会を実施しまし

た。冬休みの課題で練習してきた文字を、

一文字一文字気持ちを込めて丁寧に書き

あげました。1７日からの書き初め展では、

多くの方に鑑賞していただきました。

５･６年生では、大阪大学より講師の先

生をお招きして知的体験学習を行いまし

た。「ロボットとは？」の問いに興味津々

の子どもたち。人の知能について、興味

深いお話を聞かせていただきました。

京都府花き振興ネットワークの方にお

世話になり花育体験活動を実施しました。

配色を考えてパンジーを植え、自分だけ

のプランターを完成させました。花育活

動を通して、やさしさや美しさを感じる

気持ちも育んでいきます。

１月２４日に今年度最後の授業参観・

懇談を開催しました。お忙しい中、多く

の保護者の皆様にご来校いただき、あり

がとうございました。


